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安E

北
支
満
洲
損
害
保
険
市
場

佐

波

平

宣

一
般
に
経
済
枇
合
は
、
或
る
時
代
に
支
配
的
な
形
態
の
ほ
か

に
、
己
円
形
態
が
現
れ
る
ま
で
に
経
て
来
た
各
段
階
の
夫
々
特

徴
的
危
形
態
を
同
時
に
併
有
し
て
ゐ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
時
代
の
支
配
的
友
概
念
に
は
十
分
に
営
て
は
ま
り
得
た
い

形
態
ま
で
も
包
蔵
し
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
、
己
の
一
般
的
立
言

は
、
特
に

一
商
で
は
資
本
主
義
的
脅
展
を
遂
げ
た
が
ら
他
面

で
は
た
ほ
非
資
本
主
義
的
要
素
を
著
し
〈
含
ん
で
ゐ
石
岡
に
針

し
て
、

一
居
適
切
に
該
常
ず
る
。
例
へ
ば
、
支
那
や
浦
洲
の
如

き
が
と
れ
に
属
す
る
。
か
く
し
て
、
己
れ
ら
の
園
の
一
般
的
考

察
に
は
、
別
し
て
、
乞
れ
が
そ
の
中
に
停
滞
を
つ
ピ
け
て
ゐ
る

北
支
満
洲
損
害
保
険
市
場

1
1或
ぴ
は
そ
れ
が
脆
け
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
ー
ー
さ
枠
で

あ
る
と
と
ろ
の
非
資
本
主
義
的
在
も
の
へ
の
考
察
が
問
題
と
な

る
。
と
れ
を
等
閑
に
附
し
て
は
何
事
も
諮
れ
泣
い
。

併
し
友
が
ら
、
そ
れ
で
あ
り
つ

L
、
同
じ
〈
支
那
・
満
州
の

弓
ち
で
も
、
都
市
の
や
う
忙
非
資
本
全
義
的
ま
た
は
封
建
的
な

部
商
か
ら
最
も
多
〈
脱
し
て
ゐ
る
端
域
は
可
成
り
趣
曹
を
異
に

す
る
。
尤
も
、

一
般
に
、
都
市
は
、
そ
れ
を
含
む
枇
舎
が
資
本

宇
一
義
的
裁
展
の
刊
誌
上
忙
あ
る
と
き
は
、
慨
し
て

E
れ
を
問
緯
す

る
比
較
的
殻
展
の
相
聴
い
地
方
農
村
と
山
官
接
た
関
係
忙
立
つ
の
も

在
る
を
以
て
、
都
市
の
み
を
特
殊
の
殻
展
域
と
し
て
切
離
し
て

見
る
と
と
は
許
さ
れ
左
い
。
併
し
、
特
に
支
那
・
満
洲
の
如
き

忙
於
ナ
一
は
、
都
市
は
地
方
農
村
と
の
斡
接
社
閥
聯
に
あ
り
つ
、
.

ま
た
、
そ
れ
自
問
可
成
り
の
程
度
に
於
て
近
代
的
殻
展
を
遂
げ

て
居
h
、
更
に
ま
た
、
近
世
東
洋
史
の
示
ナ
先
進
諸
国
の
航
民

政
策
の
油
田
展
か
ら
し
て
、
名
人
J

に
杭
民
地
性
を
有
し
て
ゐ
る
。

従
つ
で
、
司
令
と
で
働
〈
資
本
に
は
多
分
に
閥
際
性
が
見
受
け
ら

れ
る
。
而
し
て
、
と
の
資
本
の
岡
際
性
、
と
れ
は
、
北
支
満
洲

諸
都
市
の
損
害
保
険
市
揚
を
考
察
す
る
場
合
、
特
に
前
耐
に
出
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北
支
満
州
損
害
惇
融
市
場

て
来
る
性
格
の
や
う
に
思
は
れ
る
。

後
展
す
る
資
本
は
絶
え
中
新
し
い
市
場
を
求
め
る
。
か
く
て
.

一
定
僚
件
を
具
へ
る
新
し
い
市
場
は
多
数
の
先
進
資
本
主
義
語

岡
の
狙
ふ
と
こ
る
と
た
り
、
従
っ
て
、
そ
と
に
は
悶
際
的
構
益

が
多
様
に
成
立
す
る
。
そ
の
巾
場
に
は
同
際
性
が
弧
〈
左
る
。

支
那
市
場
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
い
士
、
北
支
特
に
そ
の
経
消

的
中
心
で
あ
る
天
津
の
損
害
保
険
市
場
に
働
い
て
ゐ
る
資
本
を

そ
の
岡
籍
に
つ
い
て
見
る
も
、
支
却
土
着
資
本
、
英
米
等
の
謂

は
ゆ
る
第
三
国
資
本
、
日
本
資
本
が
数
へ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
党
づ
支
那
資
本
系
保
険
商
枇
を
見
る
に
、
そ
の

多
〈
は
ヒ
海
・
香
港
・
府
東
等
に
本
祉
を
有
し
、
北
支
に
は
た

ピ
支
枇
ま
た
は
代
理
屈

E
有
す
る
に
と
ピ
ま
る
。
終
盤
方
法
は

粗
野
友
が
ら
慨
し
て
欧
米
式
で
あ
る
が
、
経
山
首
針
象
は
殆
ん

E

支
那
人
関
係
の
物
件
に
限
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
取
引
額
は
、
第

岡
系
・
日
本
系
商
枇
の
そ
れ
に
比
ナ
礼
ぽ
一
一
ヨ
ふ
に
足
り
在
い

低
位
に
あ
る
。

元
来
、
支
那
商
人
間
に
は
何
よ
り
も
商
子
が
重
ぜ
ら
れ
、

第
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審
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O 

般
に
人
的
信
別
に
上
っ
て
商
業
が
行
は
れ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
か

ら
、
誠
寅
を
基
礎
と
す
る
保
険
事
業
は
大
に
後
建
ず
べ
き
筈
で

あ
る
が
、
事
寅
は
そ
ろ
で
左
い
。
第
一
。
支
那
に
於
て
支
配
的

た
資
本
は
宵
僚
資
本
や
貿
耕
資
本
で
あ
っ
て
、
産
業
資
本
の
変

建
は
極
め
て
幼
稚
で
あ
る
。
従
っ
て
、
支
那
保
険
商
枇
の
取
引

の
封
象
と
す
る
支
那
系
財
産
に
は
伸
展
性
が
友
い
。
産
業
資
本

の
も
つ
大
規
模
左
設
備
、
そ
れ
が
生
み
出
す
勉
大
な
商
品
群
が

そ
の
保
陰
物
件
の
う
ち
に
入
ら
左
い
か
ら
で
あ
る
。
約
言
す
れ

ば
、
支
郊
の
保
険
資
本
は
産
業
資
本
と
の
結
び
つ
き
が
極
め
て

少
く
、
そ
れ
白
山
町
た
ピ
貝
燐

1
1そ
れ
も
多
〈
は
外
岡
商
枇
の

寄
生
品
的
存
在
と
し
て
廿
ん
守
る
民
耕
l
l
i
に
援
す
ベ
〈
運
命

づ
け
ら
れ
ナ
一
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
と
の
賄
、
支
那
の
保
険
市
場

は
日
本
閥
内
O
そ
れ
と
は
非
常
に
性
格
を
同
時
に
し
て
ゐ
る
。
第

一
一
。
と
れ
は
寧
ろ
右
に
述
べ
た
産
業
資
本
の
停
滞
准
の
原
囚
の

一
っ
と
も
成
る
の
で
あ
る
が
、
支
那
枇
合
は
絶
え
や
綿
貫
飢
の
中

に
あ
っ
て
軍
閥
や
海
域
が
頻
り
に
跳
梁
す
る
。
財
ー
殊
に
支

那
入
所
有
財

l
lの
有
る
と
と
ろ
常
に
彼
等
の
襲
撃
の
目
標
と

左
り
、
財
産
上
の
危
険
は
著
し
〈
安
定
性
を
扶
〈
。
か
く
て
、



E
常
宏
保
険
契
約
の
常
然
除
外
す
る
危
険
が
己

L

で
は
最
も
屡

々
問
題
と
友
Z

o

E
れ
で
は
保
険
事
業
の
合
説
的
統
皆
は
全
く

殻
展
を
期
待
さ
れ
得
な
い
。
従
っ
て
、
己
れ
ま
で
支
那
同
有
の

形
式
と
し
て
成
立
し
て
ゐ
た
も
の
と
し
て
は
、
例
へ
ば
、
紅
提

皐
帥
ち
請
は
ゆ
る
赤
船
荷
諮
問
山
砕
を
務
行
し
て
舶
主
が
運
治
責
任

に
加
へ
で
途
中
の
危
険
を
も
捨
保
す
る
と
い
ふ
運
送
業
と
保
険

業
B

ど
の
未
分
化
の
形
式
と
か
、
或
ひ
は
、
山
東
か
ち
費
生
し
た

ピ
ャ
Le叫
7
2
4冒

恒
夫
」
言
は
れ
る
終
局
の
如
〈
、
正
(
匪
ま
た
は
防
賊
と
諌
め
結
託

し
と
れ
忙
危
険
加
開
設
の
代
償
を
文
排
っ
て
置
い
て
陸
上
越
迭
保

険
制
似
の
仕
事
を
し
て
ゐ
た
粍
皮
の
も
の
を
皐
げ
得
る
ぐ
九
ゐ

で
あ
る
。
ま
た
、
現
代
的
保
険
形
態
に
つ
い
て
見
る
も
、
支
那

で
は
、
既
に
一
八
三
五
年
イ
ギ
リ
ヌ
系
損
害
保
険
商
枇
の
成
東

創
設
が
あ
っ
で
欧
米
式
形
式
が
輸
入
さ
れ
府
り
、
更
に
、
支
那

系
損
害
保
険
商
枇
も
一
八
七
五
年
に
現
代
的
形
態
の
も
と
に
上

海
に
設
立
さ
れ
て
居
る
止
い
ム
可
成
り
古
い
脹
史
を
も
つ
で
は

居
る
。
併
し
、
そ
れ
で
あ
り
乍
ら
、
今
日
た
段
、
支
那
系
保
険

市
場
は
支
那
全
般
に
於
で
大
い
に
張
は
ず
る
扶
熊
に
あ
る
3

こ

れ
は
支
那
枇
合
が
歴
史
的
に
も
つ
斯
う
し
た
特
殊
性
に
深
〈
囚

北
支
満
洲
損
害
保
険
市
揚

る
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。

突
に
、
北
支
に
於
行
る
第
三
閥
系
保
険
商
枇
を
見
る
に
、
そ

の
勢
力
は
中
南
支
に
於
け
る
如
〈
盛
ん
で
は
な
い
。
本
底
を
置

か
中
、
た
Y
文
一
杭
ま
た
は
代
到
底
を
泊
し
て
取
引
し
と
ゐ
る
。

併
し
、
彼
等
に
は
犬
沖
租
界
を
抽
繋
と
し
で
貿
易
関
係
に
永
年

か
L

っ
て
築
い
た
停
統
と
暖
簾
と
が
あ
り
、
そ
の
早
川
動
は
恐
る

ぺ
き
底
力
を
も
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
夫
々
の
母
閥
か
ち
資
し
た

現
代
的
保
険
方
法
を
も
っ
て
絞
叫
凶
目
し
て
ゐ
る
が
、
特
忙
支
那
人

系
財
産
開
係
の
取
引
に
は
多
数
の
買
掛
を
使
川
し
て
ゐ
る
。
と

と
ん
で
、
租
界
が
友
ほ
隔
絶
さ
れ
で
ゐ
る
現
欣
で
は
、
と
れ
ら

第
三
閥
系
保
険
商
祉
と

H
本
釆
保
険
商
枇
と
の
問
に
は
未
だ
大

し
た
接
備
は
直
接
表
両
に
は
同
て
来
た
い
。
た

y
、
中
間
に
立

つ
支
那
入
所
有
物
件
に
つ
い
て
若
よ
ー
の
問
題
が
存
す
る
程
度
で

あ
る
が
、
組
界
問
題
解
決
後
の
照
朱
に
於
け
る
北
支
貿
易
の
腕

趨
如
何
に
よ
っ
て
は
重
大
友
問
題
が
起
り
得
る
も
の
と
務
想
さ

れ
る
。最

後
に
、
日
本
系
保
険
合
舵
に
つ
い
て
い

h

あ
る
が
、
と
れ
は

支
広
・
出
張
所
ま
た
は
代
却
肢
を
泊
し
て
主
に
日
本
人
所
有
物

第
五
十
一
巻
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北
支
満
洲
損
害
保
険
市
場

件
の
取
引
に
首
っ
て
ゐ
る
。
以
前
は
た
三
二
井
物
産
・
岡
際
運

職
等
の
貿
易
商
・
運
迭
業
者
の
支
屈
を
代
到
底
と
し
て
、
と
れ

を
過
し
て
危
険
の
引
交
を
行
っ
て
居
た
の
が
、
最
近
、
葉
東
政

権
成
立
後
、
殊
忙
支
那
事
挺
以
来
、
日
本
構
ハ
骨
の

E
の
地
に
於

け
る
増
大
の
た
め
に
保
険
業
務
は
繁
忙
を
来
た
し
、
今
日
で
は

多
数
の
日
本
保
険
合
粧
が
支
底
ま
た
は
山
内
張
所
を
設
立
し
、
契

約
者
と
直
接
取
引
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
い
ま
、
日
本
商
枇
の

北
支
に
於
け
る
抗
専
門
保
険
事
業
の
最
近
の
焚
展
を
示
ナ
も
の
と

し
て
、
火
災
・
海
上
保
険
の
待
年
新
契
約
を
左
に
掲
げ
'
h
t一
注

段
、
と
の
表
で
特
に
目
立
っ
て
見
え
る
の
は
、

一
什
常
り
の
契

約
金
額
が
著
し
く
増
大
し
て
ゐ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
と
れ
に
は

物
倒
高
も
幾
分
手
停
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

昭

E ニ一口角

丸
史
保
障
毎
年
新
契
約

件

数

金

額

千

円

二
九
、
吾
宍
コ
ロ
向
、
口
申
告

コ
石
、
口
八
口
-
一
八
晶
、
八
三

一
五
、
口
三
回
一
一
昔
、
E
E

ニ

一
官
官
、
八
回
六
三
呈
問
、
E
百七

宮石、一一六九

E
E

五二一石

海
上
保
険
害
年
新
契
約

件

数

金

額

F
円

一
玉
、
里
一
宝
、
金
一

一
円
、
口
口
入
室
‘
一
皇

一
八
、
き
一
八
一
口
晶
、
回
六
亘

一
回
、
三
一
石
一
宅
、
会
一

ご、
A
抱
唱
一
手
山
J
P
五一一ι

と
の
円
本
保
険
府
批
の
契
約
額
の
毎
年
の
増
加
は
、
勿
諭
右

第
五
十
一
巻
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第

就

O 

に
漣
べ
た
如
く
、
主
と
し
て
己
の
地
に
於
け
る
日
本
棟
八
位
の
進

出
に
基
凶
ず
る
け
れ
ど
も
、
他
方
ま
た
、
左
去
の
如
く
百
支
那

人
-
第
三
岡
人
所
有
物
件
の
う
ち
日
本
商
枇
へ
の
附
保
が
最
近

増
加
し
て
ゐ
る
と
と
に
も
一
部
原
因
し
て
ゐ
る
。

火
災
保
険
毎
年
新
契
約

口
ホ
人
支
部
入
及

所

有

第

三

崎

人

合

計

物

件

所

有

物

件

子

円

千

円

F
円

一
五
九
、
同
八
三
一
一
見
、
六
這
ニ
ロ
九
、
白
色

-aベ、九五七人六、八十九嗣一一人三、八二一

ニ
史
、
五
三
口
豆
、
A
2一一一昔、
E
Z
一三

コ人瓦、占三回国入、き
-z

ニ三五回、旦一ハ屯

四六二八一一六占
E
J
一口一五三五、一一一屯

一一一一昭
三ニ一口九

海
上
保
険
毎
年
新
契
約

日
木
人
支
剤
入
及

所

有

第

三

回

人

物

件

断

布

物

件

4
T
町

千

円

六
円
、
二
美
玉
、
五
九
五

八
六
、
口
一
八
七
、
一
ユ
八

一己主
J
一
回
匡
向
、
一
一
八

一
豆
、
主
五
豆
、
白
人
七

三一入、口入占二、一一六七

合

千
円

台一、人垣一

堂
、
一
呈

一口九、同六亘

一口七、品川一

一三品、
Z

五回

と
れ
に
よ
っ
て
、
苦
々
は
日
本
商
世
に
よ
る
支
那
並
び
に
第

一
岡
市
場
へ
の
進
山
刊
の
税
皮
を
知
る
と
と
が
向
来
る
が
、
と
の

傾
向
は
今
後
来
張
新
秩
序
の
建
設
と
と
も
に
た
ほ
一
居
強
ま
っ

て
行
〈
で
あ
ら
う
。
日
本
保
隙
商
枇
に
つ
い
て
第
三
に
見
ら
れ

る
最
近
の
傾
向
は
、
先
き
に
も
一
寸
綱
れ
た
が
、
従
来
日
本
商

祉
の
保
険
取
引
の
殆
ん
ど
喜
一
部
が
代
迎
屈
を
過
し
て
行
は
れ
て

ゐ
た
に
封
し
て
、
と
の
数
年
来
は
支
庇
・
出
張
所
を
設
け
で
芭 言十

商工省監理局、北支那に於ける直接保険契約、損害保険研究、第五巷第三説。2) 3)4) 



接
取
引
を
始
め
た
己
と
で
あ
る
。
勿
論
、
と
れ
は
代
川
崎
山
へ
支

排
ム
高
率
手
数
料
を
節
約
せ
ん
と
の
意
問
忙
出
た
も
の
に
外
注

ら
在
い
が
、
と
れ
を
採
算
上
賛
行
せ
し
め
た
の
は
、
一
言
ふ
ま
で

方日 も
で左
あく
る#
。持最

而近
し の
て
、ま

と tc
のは
i塙九年
向司王
l土に
夫?裏
表想
のさ
主口 ~l 
くる
" 契

特約
に額
火の
災増

保
険
に
於
て
著
し
い
。
荒
し
、
海
上
保
険
に
於
て
は
、
代
理
屈

は
一
般
に
貿
易
業
者
・
運
輸
業
者
で
あ
っ
て
、
保
随
が
泡
常
己

れ
ら
の
笛
業
者
と
の
貿
易
・
運
送
取
引
を
通
し
て
附
け
ら
れ
る

関
係
上
、
こ
れ
を
業
措
い
て
保
険
曾
枇
が
自
枇
の
直
接
取
扱
と

す
る
の
は
仲
々
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
と
の
部

門
で
は
昭
和
十
一
一
年
に
始
め
て
直
接
扱
が
出
た
位
で
あ
る
。
併

し
今
後
の
大
勢
の
赴
く
と
と
ろ
は
時
々
明
か
で
あ
る
。

z 一一 一昭
一ニーロ九

火
災
惇
除
毎
年
新
契
約

代
理
陪
扱
官
接
扱
合
計

予

月

千

円

千

円

二
口
缶
、
九
一
口
一
二
八
口
ニ
ロ
九
」
)
九
己

=
八
三
、
一
六
人
一
、
六
喜
一
=
一
丈
弓
A
J
二

二
凶
一
、
一
六
八
一
己
、
一
六
回
=
五
凶
、
E

号一

正
一
耳
、
一
室
一
九
二
一
書
一
ヨ
一
三
回
、
呉
告

回目先、
z
一
七
一
室
、
人
口
晶
玉
王
豆
、
=
一
一
七

北
支
満
洲
損
害
梓
愉
市
場

海
上
保
険
毎
年
新
契
約

代
珂
庖
故
直
接
扱
合
計

千

円

千

円

下

略

者
一
、
八
二
三
七
一
、
人
孟
一

会
一
、
一
国
王
寺
一
、
一
回
亙

一口市、田内
Z

一口品、回一ハヨ

一
[
]
七
、
同
六
一
品
一
[
)
占
、
A

六一

一己入、回
A
亙

一

一

壬

T
Z
E

回

ハー

毛虫

内
地
保
険
市
場
が
始
ん
ど
飽
和
に
近
い
欺
師
習
で
あ
っ
て
、
自

枇
の
市
場
を
機
大
せ
ん
と
す
れ
ぽ
勢
ひ
他
枇
の
地
躍
に
喰
ひ
込

ま
ざ
る
を
得
宇
、
と
れ
に
は
々
宇
都
の
コ
ス
ト
を
伴
ふ
と
い
ム
揚

合
、
日
本
保
険
資
本
は
、
円
然
の
趨
勢
と
し
て
、
新
市
場
|
|

新
契
約
が
盟
官
で
日
常
業
費
の
低
廉
な
1
1ー
を
求
め
て
出
動
す
る

わ
け
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
閥
係
を
過
し
て
、
正
日
々
は
日
本
系
保

険
商
枇
の
北
支
に
於
け
る
後
展
円
多
ぐ
を
明
解
で
雪
る
。

神
一
般
に
外
岡
商
祉
は
文
那
の
事
情
に
次
第
に
通
ビ
で
車
る
と
買
掛
を

腹
し
て
直
接
契
約
を
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
特
昧
の
技
術
を
要
し
種
々

面
倒
な
問
題
の
起
る
保
険
業
務
に
於
て
は
買
排
は
な
降
重
要
な
役
割
を

も
ワ
て
ゐ
る
。
と
か
は
、
と
か
〈
支
那
人
白
性
格
を
呑
み
込
品
な
い
日

本
両
枇
と
し
て
、
支
那
市
場
へ
の
挫
出
の
場
合
、
像
税
考
へ
な
け
れ
ば

な
ら
自
動
で
あ
る
。

ー
明
治
末
期
の

t
海
に
於
け
る
井
岡
保
険
商
批
は
、
組
費
簡
約
の
た

め
に
支
陪
を
慶
し
て
代
理
陪
を
し
て
代
ら
し
め
て
ゐ
た
。
事
業
が
従
展

を
辿
る
最
近
白
日
本
商
品
札
の
場
合
は
こ
れ
と
は
逝
で
あ
る
。

北
支
に
比
べ
る
と
、
満
洲
闘
は
建
岡
の
礎
す
で
に
竪
同
に
し

て
治
安
ま
た
大
忙
出
帯
が
り
、
第
三
岡
様
相
批
も
今
で
は
殆
ん
い
と
存

在
し
な
い
ま
で
に
接
牧
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
と

L

で
は
針

第
五
十
一
審
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北
主
荷
洲
損
害
保
険
市
場

第
三
岡
闘
係
は
、
少
〈
と
も
闘
内
経
神
に
闘
す
る
限
り
、
徐
り

問
題
に
の
ぼ
ち
ゃ
、
企
業
諸
部
門
に
於
け
る
第
三
岡
商
枇
の
勢

力
も
甚
だ
振
は
な
い
。
い
士
、
と
れ
を
損
害
保
険
市
場
に
つ
い

て
見
る
に
、
建
闘
賞
初
の
大
同
一
冗
年
(
昭
和
七
年
)
末
比
於
て
、

満
洲
に
於
け
る
各
岡
保
険
商
一
柑
は
、
満
洲
闘
一
ゴ
枇
、
日
本
二
十

ハ
祉
、
支
那
二
十
二
一
舵
、
イ
ギ
リ
ス
二

l
八
枇
、
ア
メ
リ
カ

ロ十
三ノ 六
ヤ粧

品十 ド
をイ
数ツ
へ，、回
、 n!士

本
車士 フ

ラ

支ン
祉ス
主ー
すζ 府土
li 、
/J; ;<-

張ラ
所ン

等ダ
を四
設 j仕
け

て
互
ひ
に
競
争
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
日
浦
系
以
外
の

園
の
保
険
商
枇
は
数
枇
を
戒
す
の
み
で
あ
る
。
と
れ
は
言
ふ
ま

で
も
左
〈
、
日
浦
系
保
険
品
開
枇
の
躍
進
を
物
語
る
も
の
で
、
日

本
商
祉
の
う
ち
に
は
満
洲
か
ら
引
揚
げ
る
第
三
岡
保
険
商
祉
の

契
約
を
包
括
的
陀
譲
受
げ
た
も
の
さ
へ
あ
る
。

か
や
う
に
日
満
系
保
険
資
本
は
支
那
系
並
び
に
第
=
一
因
系
保

除
市
場
を
連
年
席
捲
し
て
行
き
、
今
日
で
は
満
洲
保
険
市
場
主

殆
ん
ど
完
全
に
支
配
し
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
そ
れ
で
あ
っ
て
‘

と
の
満
洲
保
険
市
揚
自
照
決
し
て
草
純
で
は
た
い
。
却
っ
て

そ
れ
と
そ
大
昔
た
闘
際
問
題
を
包
蔵
し
て
ゐ
る
と
言
へ
る
。
そ

第
五
十
一
巻

。
凹

第

抗

O 
凹

れ
は
、
肢
に
満
洲
同
建
設
綱
要
の
決
定
し
た
る
一
業
一
枇
主
義

を
中
心
と
し
て
日
本
資
本
の
満
洲
進
出
忙
つ
曹
種
々
緊
要
た
問

題
が
起
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、
周
知
の
如
〈
、

E
れ

は
同
早
に
保
険
市
揚
だ
け
に
特
有
在
の
で
は
在
〈
、
各
種
産
業
部

門
に
共
活
在
問
題
な
の
で
あ
る
。
が
、
い
ま
、
と
れ
を
損
害
保

険
部
門
に
つ
い
て
言
へ
ぽ
、
満
洲
園
内
の
損
害
保
険
は
原
則
と

し
て
一
祉
に
専
管
せ
し
め
る
建
前
を
も
っ
て
、
昭
和
十
一
一
年
末

満
洲
火
災
海
上
保
険
株
式
合
枇
を
設
立
し
て
ゐ
る
。
会
構
資
本

金
丘
百
高
岡
に
し
て
、
日
本
損
害
保
険
曾
枇
=
一
十
一
祉
、
大
連

火
災
・
岡
際
運
輸
・
満
洲
興
銀
・
大
興
公
司
の
共
同
出
資
忙
か

-
h

り
、
就
中
大
株
主
た
る
東
京
海
上
が
委
粍
さ
れ
て
終
替
忙
営

っ
て
ゐ
る
。
と
と
ろ
で
、
満
州
闘
が
若
し
文
字
通
り
に
己
の
専

管
脅
祉
に
満
洲
の
損
害
保
険
を
専
管
せ
し
め
得
た
と
十
れ
ぽ
、

事
例
は
主
観
簡
皐
左
の
で
あ
る
が
、
管
際
は
さ
ろ
で
左
い
。

業
一
枇
主
義
は
貫
徹
さ
る
べ
き
見
通
し
も
立
た
や
、
満
洲
火
災

設
-
1
後
も
満
洲
閣
は
依
然
と
し
て
日
本
保
険
曾
枇
円
満
洲
支
社

mり

在
駐
を
認
許
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
、
脊
妙
友
と
と
忙
は
、
日

本
円
各
保
険
舎
枇
は
問
分
た
ち
の
共
同
出
資
比
止
っ
て
設
立
し

商工者監理局、赤津事務官調査。
漏酬国保険業法でも、舛ト園保険骨祉の設置は、経済部大臣白認可を週巴て、許
されてゐる。
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2) 



た
満
洲
火
災
と
現
に
針
立
的
関
係
に
立
っ
て
ゐ
る
。
惟
ふ
に
.

己
れ
は
、

一
方
で
は
、
満
洲
損
害
保
険
市
場
が
一
祉
に
専
管
さ

る
ぺ
〈
徐
り
に
大
昔
た
危
険
を
減
し
て
ゐ
て
、
日
本
の
各
保
険

合
祉
の
助
力
を
候
っ
て
始
め
て
上
ぐ
消
化
さ
れ
得
る
欣
態
に
あ

り
、
他
方
で
は
、
盆
々
発
展
す
る
日
本
保
険
資
本
が
進
出
す
ペ

〈
格
好
の
新
市
場
た
る
満
洲
に
針
し
て
、
車
な
る
共
同
出
資
曾

祉
の
設
置
ぐ
ら
ゐ
で
は
到
政
満
足
し
な
い
と
言
ム
事
情
に
凶
る

の
で
あ
ら
う
。

例
し
乍
ら
、
と
れ
ら
の
日
本
保
険
曾
枇
と
満
洲
火
災
と
の
翠

在
る
剥
立
や
競
争
は
、
統
制
経
済
の
現
段
階
に
於
て
排
除
さ
れ

ね
ば
た
ち
ゃ
、
ま
た
、
闘
係
合
枇
と
し
て
も
利
続
で
は
た
い
。

か
〈
し
て
、
車
た
る
封
立
を
止
揚
す
る
も
の
と
し
て
成
り
た
る

の
が
今
年
二
月
の
浦
洲
火
災
保
険
統
制
案
で
あ
る
。
と
れ
は
未

だ
細
目
規
定
も
決
定
せ
宇
、
従
っ
て
ま
た
、
賞
施
忙
も
阿
せ
ら

れ
で
は
ゐ
た
い
が
、
要
綱
を
見
る
に
、
先
づ
、
満
洲
火
災
と
日

本
保
険
曾
祉
と
の
聞
に
元
受
保
険
分
野
弘
笠
原
劃
し
、
特
殊
物
件

(
特
殊
骨
杜
・
地
特
殊
曾
祉
を
契
約
者
と
す
る
副
産
・
不
動
産
)
は
満
洲

火
災
の
一
手
元
受
に
委
血
、

一
般
物
件
は
満
州
火
災
と
日
本
保

北
支
満
州
損
害
惇
除
市
場

険
脅
枇
と
の
白
由
一
万
受
と
す
る
。
か
〈
て
、
専
管
台
口
枇
と
し
て

の
満
洲
火
災
に
は
特
殊
の
濁
占
領
域
が
興
へ
ら
れ
た
上
に
一
般

市
場
に
山
川
て
働
〈
己
主
も
許
さ
れ
る
。
と
れ
に
反
し
て
、
外
園

合
枇
と
し
て
の
日
本
保
険
舎
祉
は
限
ら
れ
た
領
域
に
於
て
常
に

満
洲
火
災
と
の
競
争
の
下
忙
置
か
れ
る
不
利
な
扶
態
に
あ
る
。

だ
が
、
と
れ
は
向
車
に
定
受
保
険
の
縄
張
り
の
規
定
で
る
っ
て
、

と
れ
を
補
ム
他
の
規
定
は
満
洲
火
災
保
険
市
場
金
剛
阿
佐
於
け
る

岡
者
向
闘
係
を
管
質
的
に
桜
め
て
緊
物
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。
印

も
、
と
の
統
制
案
は
、
別
に
、
浦
測
火
災
と
日
本
保
険
舎
一
位
と

が
特
殊
物
件
・
一
般
物
件
の
別
た
〈
相
互
に
再
保
険
し
合
っ
て

謂
は
ゆ
る
保
険
プ
T

ル
を
組
織
す
べ
き
旨
を
規
定
し
て
ゐ
る
か

ら
で
あ
る
。
保
険
プ
ー
ル
は
阜
に
各
向
の
危
険
を
康
範
闘
に
瓦

っ
て
分
散
平
均
す
る
ば
か
り
で
た
く

と
れ
忙
よ
っ
て
、

た
、
営
事
者
間
忙
川
県
塙
た
危
険
共
同
慨
を
組
成
せ
し
め
る
。
そ

し
て
、
と
の
と
と
は
、
保
険
。
フ

1
ル
の
も
つ
別
個
の
機
能
た
る

#
 

協
定
元
受
保
険
料
率
の
菅
践
可
能
性
と
共
に
、
業
者
の
競
争
を

制
限
す
る
の
に
著
大
た
殻
田
市
を
費
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

が
、
乙

L
で
見
落
し
て
た
ら
ね
の
は
、
保
険
プ
ー
ル
が
一
般
の

第
五
十
一
審
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北
支
揃
洲
損
害
保
険
市
場

揚
合
の
如
〈
草
た
る
危
険
の
平
均
干
競
平
の
制
限
と
い
ふ
役
割

の
み
の
た
め
に
、
特
に
こ
の
満
洲
市
場
に
要
請
さ
れ
や
う
と
し

て
ゐ
る
の
で
は
友
い
己
と
で
あ
る
。
即
ち
、
五
口
々
と
し
て
は
、

統
制
業
が
、
光
づ
元
交
保
険
市
場
主
匝
分
し
て
一
臆
満
洲
火
災

に
優
越
的
地
位
を
奥
へ
て
専
管
台
枇
と
し
て
の
面
子
を
立
て
つ

弘
、
他
方
、
ア
ー
ル
の
設
置
に
よ
っ
て
日
本
保
険
商
枇
に
封
し

て
も
、
満
洲
火
災
の
濁
占
ず
る
元
受
領
域
へ
の
閥
興
の
模
能
を

許
興
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
ふ
事
情
に
注
目
し
託
け
れ
ば
た
ら

ぬ
。
側
目
規
定
成
ら
ざ
る
今
H
、
己
の
統
制
に
つ
い
て
何
も
多

〈
を
語
り
得
な
い
け
れ
ど
も
、
プ
ー
ん
を
組
織
し
特
に
特
殊
物

件
・
一
般
物
件
の
再
保
険
交
換
と
し
た
る
馳
、
日
本
保
険
資
本

の
海
外
進
設
と
陶
聯
し
て
、
蓋
し
意
味
深
昔
も
の
が
存
ず
る
や

う
で
あ
る
。

物
統
制
案
に
よ
れ
ば
、
協
定
保
険
料
串
は
従
来
の
も
の
よ
り
五
分
方
引

下
げ
る
筈
。

た
ほ
、
以
上
白
ほ
か
に
満
洲
損
害
保
険
市
揚
で
は
代
理
府
統

一
般
に
新
し
い
市
相
官
ほ
ど
代
四
庄
の
荷
動

制
の
問
題
が
あ
る
。

範
囲
が
大
き
い
。
慨
し
て
取
引
量
が
少
〈
且
つ
費
動
に
官
む
新

第
五
十
一
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六

第

腕

一O
六

市
場
は
、
保
険
脅
枇
が
本
腰
で
乗
出
寸
ぺ
〈
徐
り
に
危
険
が
大

き
い
か
ら
、
差
常
っ
て
先
づ
、
営
該
地
域
に
既
に
進
出
し
て
ゐ

る
他
企
業
の
う
ち
、
比
較
的
関
係
の
多
い
商
枇
例
へ
ぽ
貿
易
業

者
・
運
輸
業
者
を
し
て
保
険
事
務
を
代
制
せ
し
め
る
。
併
し
、

そ
の
市
場
が
弐
第
に
殻
展
し
て
或
る
程
度
の
確
立
を
遂
げ
、
契

約
額
も
増
加
し
て
来
る
と
、
採
算
が
立
ち
始
め
て
、
保
険
曾
祉

は
直
接
に
山
川
張
所
や
支
応
を
設
置
す
る
や
う
に
怠
る
。
と
と
ろ

で
、
と
の
段
階
に
到
っ
て
常
に
問
題
と
た
る
の
が
代
理
屈
で
あ

る
。
と
れ
に
う
い
て
は
既
に
北
支
で
も
問
題
が
起
り
つ

L
あ
る

程
で
あ
る
が
、
殊
に
湖
洲
は
、
そ
れ
が
保
険
市
場
v
と
し
て
の
硝

立
皮
が
土
り
大
で
あ
っ
て
保
険
資
本
の
進
出
す
ペ
〈
土
り
好
遡

地
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
一
居
、
従
来
の
代
理
屈

を
ど
う
仕
米
す
る
か
巳
切
賞
た
問
題
と
た
っ
て
ゐ
る
。

た
ほ
、
と
れ
と
は
別
に
、
満
洲
園
で
は
既
に
康
徳
阿
年
制
定

の
保
険
業
法
に
於
て
、
日
本
保
険
業
法
で
は
見
る
己
と
を
得
な

い
と
と
ろ
の
代
四
庖
規
定
を
特
に
設
け
、

第
七
峠
保
険
品
開
世
代
理
府
ヲ
設
置
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ

ρ

相
解
部
大
臣

ノ
認
可
ヲ
受
ク
へ
シ



苧

第
八
保
保
険
曾
枇
ハ
代
理
府
主
ヲ
ジ
テ
其
ノ
代
理
事
務
一
一
関
シ
代
理

信
ノ
出
置
所
其
ノ
他
ノ
従
タ
ル
侍
業
所
又
ハ
復
代
押
一
応
ヲ
設
ケ
、
J

ム

ル
ヨ
ト
ヲ
得
ス

保
険
曾
枇
ノ
代
理
府
主
ハ
其
ノ
代
理
事
務
一
一
閥
シ
代
理
脂
ノ
出
張
所

其
ノ
他
ノ
従
タ
ル
脅
業
所
χ
山
復
代
理
陪
ヲ
設
ク
ル
ヲ
ト
ヲ
得
ス

と
た
し
、
更
に
ま
た
、
保
険
業
法
施
行
規
則
で
も
特
に
「
代
理

底
ノ
設
世
」
友
る
一
節
を
設
け
て
そ
の
取
締
に
営
っ
て
ゐ
る
。

浦
洲
の
如
き
新
市
場
で
は
、
事
態
が
一
般
に
定
立
を
絞
き
不
鮮

明
で
あ
る
た
め
、
殊
に
代
却
屈
事
務
の
如
き
を
迅
じ
て
荒
被
保

険
・
再
保
険
等
に
闘
聯
し
詐
欺
友
ど
が
行
は
れ
易
〈
、
従
つ

て
、
代
理
屈
数
を
出
来
る
だ
け
制
限
す
る
必
要
が
大
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
併
し
、
い
づ
れ
に
す
る
も
、
従
来
の
経
験
と
暖
簾

を
も
っ
代
叫
応
機
株
主
制
限
ず
る
の
は
仲
々
容
易
で
は
な
〈

寅
際
既
に
一
枇
一
代
眼
底
制
は
満
洲
に
於
け
る
各
保
険
品
目
枇
の

明
想
と
し
て
平
〈
か
ら
掲
げ
ら
れ
乍
ら
も
未
だ
に
賞
現
の
、
運
び

に
到
ら
な
い
欣
態
で
あ
る
。
今
春
一
一
月
の
火
災
保
険
統
制
撲
で

も
代
即
席
制
限
は
詰
然
問
題
に
友
り
は
し
た
。
併
し
、
現
献
は
、

政
府
保
険
行
政
を
し
て
も
保
険
品
目
枇
を
し
て
も
、
漸
進
主
義
を

と
る
べ
〈
徐
儀
た
か
ら
し
め
、
と
の
叫
想
は
二
年
さ
き
に
賓
現

北
支
満
洲
損
害
保
険
市
場

を
延
ぽ
す
と
と
t
A

な
っ
た
由
で
あ
る
。

四

支
那
・
満
洲
は
保
険
市
場
と
し
て
新
し
い
。
止
と
ろ
で
、
新

市
場
に
は
五
円
々
の
偽
す
べ
き
仕
事
が
豊
富
に
見
聞
さ
れ
る
代
り

に
、
ま
た
一
方
、
吾
々
の
強
期
し
た
い
多
〈
の
危
険
を
包
械
し

て
ゐ
る
。
種
々
の
危
険
は
多
校
在
仕
方
を
と
っ
て
組
め
て
不
規

別
に
現
は
れ
る
。
治
安
の
梓
保
さ
れ
左
い
抽
域
ほ

E
E
れ
が
甚

だ
し
く
、
北
支
で
は
今
日
た
ほ
原
凶
不
明
の
或
び
は
抗
日
的
と

目
さ
れ
る
火
災
が
決
し
て
跡
を
断
っ
て
ゐ
る
と
一
言
へ
た
い
。
と

の
上
に
資
材
難
点
T

生
産
力
の
不
足
か
ら
来
る
運
迭
機
闘
・
倉
庫

設
備
の
不
十
分
不
完
全
か
ら
派
生
す
る
危
険
も
甚
だ
大
き
い
。

普
通
の
欣
態
な
ら
ば
起
ら
中
に
済
ん
だ
で
あ
ら
う
、
防
止
し
得

た
で
あ
ち
う
と
思
は
れ
る
損
害
什
が
嵐
々
護
生
ず
る
。
連
滋
貨
物

の
絡
し
い
滞
情
と
埠
顕
・
倉
庫
の
著
し
い
不
備
と
は
、
保
険
業

者
を
し
て
海
上
保
険
契
約
等
に
抑
入
さ
れ
る
合
庫
約
款
の
再
認

識
1
1
1躍
に
在
庫
期
間
だ
け
に
つ
い
て

Y
K
〈
、
倉
庫
そ
れ
自

簡
の
性
能
忙
つ
い
て
の
認
識
ー
ー
ー
の
必
要
を
感
ぜ
し
め
る
ぽ
か

り
で
あ
る
。
更
に
と
れ
に
加
ふ
る
に
、
最
近
の
物
侭
暴
勝
が
住

第
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一
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北
支
満
州
損
害
保
険
市
場

民
の
生
活
難
を
通
じ
て
掘
り
す
一
て
E
J
O
る
経
難
危
険
、
と
れ
も

決
し
て
駆
腕
は
出
来
泣
い
。
渦
洲
で
さ
へ
弘
主
川
一
荷
の
三
割
不
足

は
常
則
と
言
は
れ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
事
情
は
と
れ
ら
の
危
険

を
一
々
摩
ぐ
る
と
と
を
許
さ
左
い
け
れ
ど
も
、
何
に
し
ろ
、
日

本
の
と
の
生
産
力
不
足
の
中
に
多
大
の
犠
牲
を
排
っ
て
折
角
生

接
さ
れ
た
責
貫
た
財
貨
の
可
成
り
の
多
量
が
、
選
法
出
主
党
は

到
着
後
の
設
備
不
完
全
に
原
閃
し
て
喪
失
主
党
段
損
す
る
と
言

ふ
と
と
は
惜
し
み
て
も
左
ほ
徐
り
が
あ
る
。

か
や
う
陀
新
市
場
の
危
険
は
著
し
〈
複
雑
日
目
寄
で
あ
っ
て

常
持
忙
於
て
は
例
外
的
と
見
倣
さ
れ
呂
危
険
が
却
っ
て
畏
弘
同
地

々
渡
先
ず
る
。
従
っ
て
、
保
険
業
者
と
し
て
は
と
れ
は
甚
だ
庭

珂
し
難
い
と
こ
九
で
あ
る
。
併
し

一
方
、
危
陥
あ
れ
ば
と
そ

得
々
一
保
険
の
要
肘
あ
る
唄
で
あ
っ
て
、
業
者
と
し
て
弘
鼠
忙
危

険
の
多
様
性
の
故
に
徒
忙
議
巡
し
て
は
た
ら
友
い
。

そ
と
に

は
、
既
に
北
支
で
も
問
題
に
取
上
げ
ち
れ
中
う
と
し
で
ゐ
る
プ

ー
ん
に
よ
る
危
険
平
均
の
仕
万
も
存
す
る
と
と
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
終
り
に
、

E

L
で
特
記
す
べ
き
は
北
支
の
保
替

危
険
で
あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
た
ぐ
、
矯
格
危
険
は
保
険
契
約
に

崎.

第
五
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附
随
し
て
起
る
危
険
で
あ
っ
て
保
険
岡
有
の
危
険
で
は
注
い
。

併
し
、
今
日
は
北
支
蜘
債
高
従
っ
て
聯
銀
朱
債
値
の
下
落
に
件

っ
て
例
へ
ぽ
第
三
一
岡
向
け
の
貨
物
保
険
に
つ
い
て
最
も
急
迫
せ

る
問
題
が
起
り
つ

L
あ
る
。
第
三
岡
貨
幣
建
の
保
険
契
約
に
つ

い
て
ク
レ
ー
ム
が
食
生
す
ろ
場
合
、
と
れ
を
如
何
に
支
排
ふ
か

の
問
題
で
あ
る
。
聯
銀
雰
忙
換
算
し
て
受
取
っ
て
ゐ
る
保
険
料

の
債
値
は
下
落
す
る
一
方
で
あ
る
。
と
れ
に
針
し
て
、
北
支
の

日
本
保
険
支
枇
仕
業
常
り
閉
-
冗
パ
?
を
利
朋
し
て
ク
レ
ー
ム
は

日
本
の
本
庇
排
?
と
す
る
使
訟
を
と
っ
て
ゐ
る
尚
で
あ
る
。
目
下

の
と
と
ろ
は
と
れ
で
済
む
で
も
あ
ら
う
。
併
し
、
今
後
に
於
け

る
北
支
保
険
市
場
の
車
問
展
と
潟
替
閥
係
上
り
見
で
、
何
時
ま
で

と
れ
を
績
け
得
る
か
問
題
で
あ
る
。

五

以
上
の
如
〈
、
北
支
満
洲
損
害
保
険
市
場
に
於
て
日
本
商
社

は
危
険
の
混
在
の
な
か
を
土
〈
進
出
し
箭
躍
し
業
績
を
皐
げ
て

ゐ
る
。
だ
が
、
と
t
h

予
一
考
ム
ペ
雪
量
犬
な
問
題
は
、
そ
れ
が
車

に
資
本
家
の
み
の
た
め
の
業
績
で
あ
っ
て
は
友
ち
ぬ
、
新
市
揚

の
事
龍
一
が
撃
は
中
且
つ
資
本
を
求
む
る
と
ム
」
の
至
急
た
る
の
故



に
、
と
れ
に
乗
じ
て
車
な
る
資
本
家
的
仕
方
が
展
開
さ
れ
て
は

左
ら
ぬ
と
言
ふ
と
と
で
あ
る
。
日
本
の
内
地
で
も
さ
う
で
あ
る

一
般
に
保
険
事
業
は
そ
の
性
質
上
そ
れ
が
図
民
経
済
に
間

接
に
タ
ッ
チ
す
る
故
に
か
、
統
制
は
こ
h
で
は
最
も
僅
か
に
し

か
問
題
と
な
っ
て
ゐ
む
い
。
北
支
は
言
ふ
ま
で
も
友
い
が
、
満

洲
の
保
険
市
場
で
も
前
闘
に
出
て
ゐ
る
事
象
は
単
に
日
本
商
枇
一

の
進
出
だ
け
の
や
う
で
あ
る
ω

最
近
の
火
災
保
険
統
制
案
の
如
一

昔
、
成
る
程
一
つ
の
統
制
で
は
あ
る
が
、
質
賃
上
は
本
稿
で
週
一

古ミべ
た
如
く
日
本
保
険
商
祉
の
匙
出
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
受
取

れ
る
輸
が
多
い
や
う
で
あ
る
。
東
亜
新
秩
序
建
設
の
秋
、
も
少
一

し
他
の
態
勢
が
と
れ
た
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
保
険
業
品
?
と
し
一

て
は
、
た
と
へ
そ
の
事
業
目
的
で
あ
る
危
険
捻
保
と
い
ふ
こ
と
一

が
如
何
に
消
極
的
友
仕
方
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
の
も
つ
大
一

雪
な
意
義
に
鑑
み
て
、
た
Y
白
ち
の
た
め
の
み
で
在
ぐ
、
東
亜
一

永
遠
の
平
和
の
た
め
に
.
折
角
白
草
菩
属
す
べ
昔
で
あ
る
。

最
近
の
筆
者
的
北
文
相
刷
洲
雄
行
に
於
て
潤
轄
に
調
査
に
多
大
白

便
宜
を
奥
へ
ら
れ
た
苔
各
杭
の
制
厚
情
に
封
し
て
深
き
感
謝
の
意

を

ま

す

る

。

(

一

五

・

五

・

二

五

)

小
ン
セ
ン
の
人
口
政
策
に
就
小
て




